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環境チェックレポート 

 

（１）プロジェクト名 

洋上風力発電プロジェクト 

 

（２）実施場所 

   英国／スコットランドMoray沖 

 

（３）プロジェクト概要 

   洋上風力発電所の建設・所有・操業 

 

（４）カテゴリ分類 

   カテゴリ A 

 

（５）カテゴリ分類の根拠 

   本プロジェクトは、環境ガイドラインに掲げる影響を及ぼしやすいセク

ター（送変電・配電セクター）に該当し、同ガイドラインに掲げる影響

を受けやすい地域あるいはその近傍に立地するため。 

 

（６）環境許認可 

   現地国法制度に基づき ESIA 報告書が作成され、洋上風力発電所及び海

域送変電施設につき、2014年３月及び同年９月にスコットランド海洋局

より付帯条件付きで承認を取得済みである。なお、現地国法制度上、陸

域送変電施設に関する ESIA 報告書の作成は必須ではないものの、当該

ESIA報告書に含まれている。 

 

（７）汚染対策 

   洋上風力発電所及び海域送変電施設に関し、建設時における騒音、化学

物質の流出等について適切に対応する計画である旨、確認されている。

また、操業時における大気汚染物質や排水は発生せず、洋上風力発電所

から発生する騒音・振動が陸域に影響を及ぼすことはない旨、確認され

ている。 

   陸域送変電施設に関し、建設時における騒音、廃棄物等について適切に

対応する計画である旨、確認されている。また、操業時における大気汚

染物質は発生せず、化学燃料や使用済油等の汚染物質に係る流出防止等、

適切な対策が講じられる計画である旨、確認されている。 

 



（８）自然環境面 

   洋上風力発電所及び海域送変電施設に関し、プロジェクトサイトは保護

区に該当しないが、プロジェクトサイト及びその周辺に現地国内法で保

護対象となっている底生生物、魚介類、海生哺乳類及び鳥類等が生息又

は生息している可能性があるところ、生息妨害等の影響を最小化するた

めの適切な対策が講じられる計画である旨、確認されている。 

   陸域送変電施設に関し、プロジェクトサイトは保護区に該当しないが、

プロジェクトサイト及びその周辺地域に現地国内法で保護対象となって

いる哺乳類、鳥類等の生息が確認されているところ、生息妨害等の影響

を最小化するための適切な対策が講じられる計画である旨、確認されて

いる。 

 

（９）社会配慮面 

   漁業者との協議の中で、本プロジェクトによる漁場の喪失またはアクセ

ス制限により、本プロジェクトサイト周辺での競争が激化する可能性が

あるとの懸念が示されたところ、これら対応として、事業者は建設中に

ついては必要に応じて金銭補償を実施予定であり、今後も漁業関係者と

の継続的な協議が実施される予定。 

   送電線敷設ルート及び変電所は、住居や建物を避けており、本プロジェ

クト実施に伴う非自発的住民移転は発生しない旨、確認されている。 

 

（１０）適用国際基準 

   IFCパフォーマンススタンダード 

 

（１１）その他・モニタリング 

   上述の環境レビュー結果を踏まえ、ESIA報告書許認可に係る付帯条件の

遵守状況等についてモニタリングを実施する予定。 

 

 

以 上 












